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１ 調査の目的 

   本調査は,県の総合的な健康づくり指針である「第２次みやぎ２１健康プラン」の中間時点で

の各目標の達成状況を評価し,計画最終年である平成 34年度での各目標の達成に向けた事業の見

直しや,より効果的な取組方策についての方向性を導き,今後の施策の一層の推進を図るための

基礎データとするために実施した。 

 

  【計画の進行管理】 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 

         

 

 

 

２ 実施主体    宮城県 

 

３ 調査時期    平成２８年１０月～１１月 

 

４ 調査対象 

（１）対象地区   

 ①県民健康調査：県内５０地区 

 ②栄養摂取状況調査：①のうち県内１９地区（国民健康・栄養調査地区含む） 

③歩行数調査：②と同地区 

（２）対象者   

 ①県民健康調査：調査日現在に対象地区に居住する満２０歳以上の男女 （3,216人） 

 ②栄養摂取状況調査：調査日現在に対象地区に居住する満１歳以上の男女（2,117人） 

 ③歩行数調査：調査日現在に対象地区に居住する満１５歳以上の男女  （1,945人） 

 （３）地区選定方法 

   ①県民健康調査は平成２８年国民生活基礎調査対象地区をブロック（県・仙台市各保健所の管 

轄区分）に分け，ブロックごとに無作為抽出（層化無作為抽出法）によって，５０地区を抽 

出した。 

②栄養摂取状況調査は，①の中から９地区を抽出し,平成２８年国民健康・栄養調査対象地区

１０地区を上乗せし１９地区を対象とした。 

③歩行数調査は，②と同地区を対象とした。 

④各ブロックの調査地区の割振りは，人口に応じた配分を基本としながらも，ブロックごとに

分析ができるよう，各ブロックの回答者数が男女ともにおおむね１００名以上となるよう調

整した。 
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（４）地区別抽出率の状況 

 

 

５ 調査協力状況 

（１）協力率の目標の設定 

   ①県民健康調査    ：協力率８０％ 

②栄養摂取状況調査：協力率６０％ 

③歩行数調査   ：協力率５０％  

  

（２）協力率の状況 

   ①県民健康調査  ：協力率８４．５％（対象者 3,216人に対し，協力者 2,718人） 

②栄養摂取状況調査：協力率４２．７％（対象者 2,117人に対し，協力者   904人） 

③歩行数調査   ：協力率３６．７％（対象者 1,945人に対し，協力者   713人） 

 

 （３）協力者の概況 

   ① 全県（総数） 

区分 人 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上 

健康調査 2,718    203 361 418 396 636 704 

栄養摂取状況調査 904 52 80 36 46 88 130 91 181 200 

歩行数調査 713   19 44 84 123 90 169 184 

   

② 全県（男性） 

区分 計 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上 

健康調査 1,266    95 180 201 180 304 306 

栄養摂取状況調査 426 22 40 27 24 38 58 43 84 90 

歩行数調査 333   14 24 36 55 42 77 85 
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③ 全県（女性） 

区分 計 1-6 歳 7-14 歳 15-19 歳 20-29 歳 30-39 歳 40-49 歳 50-59 歳 60-69 歳 70 歳以上 

健康調査 1,452    108 181 217 216 332 398 

栄養摂取状況調査 478 30 40 9 22 50 72 48 97 110 

歩行数調査 380   5 20 48 68 48 92 99 

 

６ 調査項目及び調査方法 

 （１）県民健康調査 

    第２次みやぎ２１健康プランの関連項目等について，無記名の自記式質問紙調査とする。 

調査票は各世帯に郵送で配布し，郵送で回収後，未回収分のみ調査員等により訪問回収を 

行った。 

 

 （２）栄養摂取状況調査及び歩行数調査 

    世帯状況，１日の食事摂取状況，１日の歩行数について，国民健康・栄養調査に準じた方法

で調査を行った。県保健所職員及び栄養調査員が対象世帯を訪問し，食事の記録や歩行数の記

録について，内容確認しながら調査票を回収した。 

 

７ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 結果集計・解析 

  厚生労働省「都道府県健康・栄養調査マニュアル」に基づき，集計解析を行った。 

  調査データの入力は県保健所，健康推進課が行い，結果の集計は仙台白百合女子大学が行い，解

析は第２次みやぎ２１健康プラン有識者ワーキングの指導・協力の下に健康推進課が行った。 

 

宮城県保健福祉部健康推進課 
調査の企画・立案，調査対象地区の指定，調査対象者及び市

町村への協力依頼，調査票の郵送，調査結果の集計，解析及

び公表 

  
宮城県各保健所 

対象者名簿の作成，調査員の推薦・助言等，

対象市町村への趣旨説明，調査の実施，調

査票の配布回収，調査結果の集計 

仙台市健康政策

課・各保健所 
対象者名簿の作

成，調査員の推

薦・助言等，国民

健康・栄養調査結

果データの提供 

調査対象市町村 
調査の広報・周知，対

象地区の住民基本台帳

の閲覧及び名簿作成に

係る協力 

仙台市内の地区 仙台市以外の地区 

調査員 
対象者への趣旨

の説明・調査票の

配布回収等 

調査員 
対象者への趣旨

の説明・調査票の

配布回収を委託

予定 

第２次みやぎ 21 健康プラン 
有識者ワーキング 

調査手法・内容等への助言，

調査集計・解析方法への助言 
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９ 補正方法 

  地区集計結果については，平成２８年県民健康・栄養調査回答者の性別・年齢構成に合わせて補

正を行った。 

 

１０ 調査対象者及び協力者の状況 

 （１）県民健康調査協力者 

総数 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

総数 2,718 203 361 418 396 636 704

男性 1,266 95 180 201 180 304 306

女性 1,452 108 181 217 216 332 398

総数 100.0% 7.5% 13.3% 15.4% 14.6% 23.4% 25.9%

男性 100.0% 7.5% 14.2% 15.9% 14.2% 24.0% 24.2%

女性 100.0% 7.4% 12.5% 14.9% 14.9% 22.9% 27.4%

総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

男性 46.6% 46.8% 49.9% 48.1% 45.5% 47.8% 43.5%

女性 53.4% 53.2% 50.1% 51.9% 54.5% 52.2% 56.5% 男性 女性

青葉 204 18 32 38 35 42 39 95 109

宮城野 131 12 25 17 21 23 33 55 76

若林 152 13 14 19 23 48 35 74 78

太白 162 13 20 25 23 36 45 81 81

泉 140 15 14 27 18 37 29 63 77

仙南 232 17 28 31 32 55 69 106 126

塩釜 464 42 78 59 64 113 108 213 251

大崎 234 11 39 45 38 42 59 110 124

栗原 258 19 29 30 36 71 73 128 130

登米 331 17 40 52 44 80 98 155 176

石巻 175 10 17 30 22 37 59 78 97

気仙沼 235 16 25 45 40 52 57 108 127

年代

協

力
者

数

年

齢
構

成

比

男
女

比

保

健

所

内
訳

人

数
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 （２）栄養摂取状況調査協力者 

総数 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

総数 904 52 80 36 46 88 130 91 181 200

男性 426 22 40 27 24 38 58 43 84 90

女性 478 30 40 9 22 50 72 48 97 110

総数 100.0% 5.8% 8.8% 4.0% 5.1% 9.7% 14.4% 10.1% 20.0% 22.1%

男性 100.0% 5.2% 9.4% 6.3% 5.6% 8.9% 13.6% 10.1% 19.7% 21.1%

女性 100.0% 6.3% 8.4% 1.9% 4.6% 10.5% 15.1% 10.0% 20.3% 23.0%

総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

男性 47.1% 42.3% 50.0% 75.0% 52.2% 43.2% 44.6% 47.3% 46.4% 45.0%

女性 52.9% 57.7% 50.0% 25.0% 47.8% 56.8% 55.4% 52.7% 53.6% 55.0% 男性 女性

青葉 56 7 3 1 3 9 6 6 9 12 26 30

宮城野 26 1 5 5 2 4 3 2 2 2 12 14

若林 21 2 1 1 2 3 3 9 9 12

太白 50 4 4 3 4 4 10 2 7 12 26 24

泉 57 2 4 1 1 3 5 4 15 22 30 27

仙南 61 3 2 1 4 5 30 16 32 29

塩釜 181 10 11 2 11 22 16 17 49 43 78 103

大崎 152 20 24 7 9 26 26 18 17 5 72 80

栗原 61 7 3 3 7 13 7 7 14 29 32

登米 47 1 2 5 2 1 9 4 8 15 21 26

石巻 142 7 13 5 8 7 26 20 23 33 66 76

気仙沼 50 2 3 2 9 6 11 17 25 25

協

力

者

数

年

齢

構

成

比

男

女

比

保

健

所

内

訳

人

数

年代

 
 （３）歩行数調査協力者 

総数 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

総数 713 19 44 84 123 90 169 184

男性 333 14 24 36 55 42 77 85

女性 380 5 20 48 68 48 92 99

総数 100.0% 2.7% 6.2% 11.8% 17.3% 12.6% 23.7% 25.8%

男性 100.0% 4.2% 7.2% 10.8% 16.5% 12.6% 23.1% 25.5%

女性 100.0% 1.3% 5.3% 12.6% 17.9% 12.6% 24.2% 26.1%

総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

男性 46.7% 73.7% 54.5% 42.9% 44.7% 46.7% 45.6% 46.2%

女性 53.3% 26.3% 45.5% 57.1% 55.3% 53.3% 54.4% 53.8% 男性 女性

青葉 36 2 6 5 6 7 10 13 23

宮城野 20 3 3 4 3 3 2 2 11 9

若林 19 2 2 3 3 9 7 12

太白 40 1 4 4 10 2 7 12 20 20

泉 49 1 3 5 4 15 21 25 24

仙南 43 1 1 2 5 22 12 26 17

塩釜 148 2 10 21 17 16 48 34 65 83

大崎 98 3 8 26 24 16 16 5 45 53

栗原 50 3 7 12 7 7 14 26 24

登米 56 6 2 1 9 9 9 20 27 29

石巻 119 3 8 7 27 18 23 33 53 66

気仙沼 35 1 2 6 4 10 12 15 20

協

力

者

数

年

齢

構

成

比
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女

比

保
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（４）協力者の被災状況 

   協力者の被災状況は，自宅の損壊状況が「全壊」「大規模半壊」「半壊」の者を合わせた割合が

全体の 20.7％，また，「震災が原因で転居した」者の割合は全体の 8.2％であった。 

全壊, 235人, 9.1% 大規模半壊, 
89人, 3.4%

半壊, 213人, 8.2%

一部損壊, 886人, 
34.2%

ほとんど被害なし, 
798人, 30.8%

被害なし, 366人, 
14.1%

自宅の損壊状況

 

震災が原因ではな

いが転居した, 314
人, 12.4%

震災が原因で転居し

た, 207人, 8.2%

震災が原因ではな

いが転居した, 314
人, 12.4%

転居していない, 
2,011人, 79.4%

プレハブ仮設, 59人, 
2.3%

民間賃貸仮設住宅, 
71人, 2.8%

プレハブ・民賃以外, 
70人, 2.8%

その他, 7人, 0.3%

震災が原因で転居し

た, 207人, 8.2%

転居の状況

 
 

n=2,587 

n=2,532 
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調査票各様式 
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